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本技術の特徴・従来技術との比較

用途・応用分野

研究者特許・論文

技術の概要

1） 半導体封止材料
2） 構造用接着材料

1） 反応温度が低く（80℃）、反応時間を短く（5分以下）した硬化反応システム
2） 通常のエポキシに比較して強靭性、高耐熱性、高接着性に優れた硬化樹脂材料
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1） ＜硬化反応＞

ε-カプロラクタムとエポキシ樹脂類
の共重合反応

          
2） ＜硬化反応条件＞

硬化反応温度 ≧ 80 oC
硬化反応時間 ≒ 3 ~ 5 分

3）＜硬化樹脂材料＞

ガラス転移温度 (Tg) ≧ 140 oC
                   耐熱性      ≧ 330 oC

接着強度、衝撃強度
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